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１．環境方針 

 

   当社は、エコアクション２１の認証・登録を通じて、「環境に優しい企業づくり」を目標に、地球温暖化対策や 

    循環型社会への取組を推進し、地球の環境保全へ貢献していきたいと考えております。 

 

―株式会社 林環境― 

環 境 方 針 

 

  １．地球温暖化・大気汚染を防止するため、輸送の効率化、エコドライブの実践を推進し、環境 

    保全のための継続的な改善を図ります。 

   

  １．当社の活動が環境に及ぼす要素・要因について影響評価を行なった結果をもとに環境汚染の 

  予防・改善の実現に努める。 

 

  １．環境関連の法律・省令・条例その他要求事項を遵守するとともに、自主規制・業務手順を整備 

  し、技術的・経済的に可能な範囲で環境マネジメントの継続的改善に努力する。 

   

  １．この環境方針達成のため、各課毎に環境目的・目標を設定し全構成員で環境マネジメントプロ 

  グラムを実行する。 

  

 １．日常業務や社内教育を通じて、環境保全に対する社員の理解と意識の向上に努める。 

   

   

―この環境方針は、社外の人にも公開しますー 

    2010年4月1日 

株式会社 林 環境 

代表取締役   林  整   

 

 

２．会社概要 

 

  会 社 名    ：   株式会社 林環境 

  所 在 地    ：   本    社 ：  群馬県桐生市東７丁目５番３０号 

足利営業所 ： 栃木県足利市小俣町１７２８－１２ 

  代表者    ：   代表取締役   林 整 

  環境管理責任者   ：   （正）林 竹志、 （副）林 万見子 

  ＴＥＬ           ：   0277-44-6320 

  設   立   ：   昭和２３年１月７日 

  資 本 金    ：   １，０００万円 

  売 上 高   ：    １８，９１３万円 
  業   種   ：   一般廃棄物収集運搬業、産業廃棄物収集運搬業、浄化槽管理・清掃業 

    ビルメンテナンス業（貯水槽清掃、給・排水管洗浄） 

  従業員数   ：   ２８人 

  認証・登録の対象範囲  ：    ㈱ 林環境 全組織・全活動 

  組 織 図   ：    次頁 
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３．一般及び産業廃棄物収集運搬業に関する概要 

   

３．１  許可の内容 ： 下記参照 

 
 

３．２  施設等の状況 

   （１）  運搬車両の種類と台数 （一部の車両に関しては、一般廃棄物と産業廃棄物の収集・運搬を兼用） 

   ・ 糞尿車  ３台 （うち２台は産業廃棄物収集・運搬と兼用） 

   ・ 塵芥車  ７台 （うち３台は産業廃棄物収集・運搬と兼用） 

   ・ ト ラ ッ ク  ３台 （うち２台は産業廃棄物収集・運搬と兼用） 
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   （２）  積替え保管施設 

         なし 

（３）  収集・運搬実績 

 ①一般廃棄物 

         ・ 可燃ごみ    ４，１３１．５ｔ （熱回収）       ・ ペットボトル      ４３．３ｔ （リサイクル） 

         ・ 不燃ごみ    １１７．０ｔ （再生利用）        ・ 白トレイ        ０．７ｔ （リサイクル） 

         ・ 缶     ３９．０ｔ （再生利用）         ・ スプレー缶      ５．８ｔ （リサイクル） 

         ・ ビン     １２６．７ｔ （再生利用）        ・ 蛍光管        １．２ｔ （リサイクル） 

         ・ 紙類      ３２５．１ｔ （リサイクル） 

         ・ 汚泥（し尿を含む）    １，５１０．９ｔ （脱水・乾燥・焼却又はコンポスト） 

 ②産業廃棄物 

     ・ 汚泥     ２５．９ｔ （脱水） 

     ・ 廃プラスチック    １０２．３ｔ （破砕） 

 

３．３  一般及び産業廃棄物収集運搬処理料金 ： 連絡いただければ、別途見積もりいたします。 

 

 

４．運用組織 

 

 

 

５．環境経営目標・環境活動計画とその達成状況 

 

  ５．１ 各環境活動における達成状況 

 

      ２０２３年度の環境経営目標とその達成状況を次頁に示しました。各々の詳細については次頁の各項目を 

参照して下さい。 
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  ５．２ 軽油・ガソリンの使用量の把握と消費低減 

 

 以下に取組の実施項目及び５年間の実施結果を示します。 

 

   ① “エコドライブ１０のすすめ”の推進  ④ 環境に配慮した運行の推進 

   ② 走行ルートの効率化の徹底  ⑤ 使用量の把握 

   ③ 収集コースの再選定   ⑥ 営業・集金ルートの効率化 

 

 

 

  ５．３ 電気使用量の削減 

 次頁に取組の実施項目及び５年間の実施結果を示します。 



7 

   ① 節電の徹底    ⑤ 太陽光発電の導入の検討 

   ② 冷暖房設定値の確認   ⑥ 蛍光灯への反射板の検討・導入 

   ③ 待機電力の削減   ⑦ 事務所兼食堂の有効活用 

   ④ すだれ、二重窓等の検討・導入 

 

 

 

  ５．４ 温室効果ガス排出量の削減 

 

 以下に取組の実施項目及び５年間の実施結果を示します。 

 

   ① 各活動の実施    ③ 環境関係の活動への参加 

② 社内報 「清流どんぐり」 の活用  ④ エコドライブ講習の実施 

 

 

 

  ５．５ コピー用紙の使用量 

 

以下に取組の実施項目、次頁に５年間の実施結果を示します。 

 

① ペーパーレス化の推進                  ③ コピー用紙の使用量の把握 

② 両面コピーの徹底 
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  ５．６ 廃棄物の削減 

 

以下に取組の実施項目及び５年間の実施結果を示します。 

 

   ① 分別、リサイクルの徹底   ③ 社内での割り箸の使用の抑制 

② 分別状況の定期的な確認   ④ 食器拭き等でのフキンの利用 
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      廃棄物の分別・リサイクル方法 

 

       （１）紙類（シュレッダー処理された紙を除く） →当社指定のリサイクル業者へ ・・・ リサイクル 

         （２）缶（スチール） → ゴミステーションへ ・・・ 桐生市清掃センターでリサイクル 

         （３）缶（アルミ） → 当社指定のリサイクル業者へ ・・・ リサイクル 

 （４）可燃ごみ（シュレッダー処理された紙を含む） → 桐生市清掃センターへ ・・・ 発電に利用 

 （５）不燃ごみ → 桐生市清掃センターへ ・・・ リサイクル又は埋立 

 （６）ビン → 桐生市清掃センターへ ・・・ リサイクル又は埋立 

         （７）ペットボトル → ゴミステーションへ ・・・ 桐生市清掃センターでリサイクル 

 （８）蛍光灯・電球 → 桐生市清掃センター ・・・ リサイクル 

 （９）乾電池（市民一斉清掃の時に回収） → 桐生市清掃センターへ 

 

  ５．７  化学物質等の管理 

 

        専用ロッカーで保管している化学物質の管理結果を以下に示します。 

 

 

 

  ５．８  環境に配慮した物品等の調達 

 

以下に取組の実施項目及び５年間の実施結果を示します。 

 

   ① 在庫リストによる物品購入   ③ 詰替え用事務用品の購入の推進 

   ② 基準リストによるグリーン購入の推進 
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  ５．９  飲料水の捨水量の低減 

 

以下に取組の実施項目及び５年間の実施結果を示します。 

 

①  給水バルブの事前閉栓   ② 確実な実施と報告の徹底 

 

 

 

  ５．１０  排水量の低減 

 

  以下に取組の実施項目、次頁に５年間の実施結果を示します。 

 

   ① バキューム車の処理場での洗車  ⑤ トイレの排水レバーの使い分け 

   ② 手袋等をまとめて洗濯   ⑥ 雨水利用の導入 

   ③ カップ等を洗うときの節水  ⑦ 洗車時の「拭き取り洗車」の推進 

   ④ 夏場のポットの使用個数削減  ⑧ 水使用量の記録 
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６．環境活動の取組状況に対する評価 

 

  ６．１ 各四半期毎の取組状況に対する評価 

 

   （１） 第1期（２０２３年８月～２０２３年１０月）までの取組状況に対する評価 

 

  ８月～１０月までの第１四半期の取組が終了し、昨年度と同様に、冷房の使用による電気使用量の増加で、こ

の 

項目で目標未達成となりましたが、他の項目では目標が達成されていました。今年も全体的には順調な取組結

果 

となっています。 

 

   （２） 第２期（２０２３年１１月～２０２４年１月）までの取組状況に対する評価 

 

  １１月～１月までの第２四半期の取組が終了し、第１四半期と同様に、全体的には順調な取組結果となって 

います。 

 

   （３） 第３期（２０２４年２月～２０２４年４月）までの取組状況に対する評価 

 

  ２月～４月までの第３四半期が終了した結果、目標未達成であった電気使用量の削減の項目で目標達成と

なり 

ました。その他の項目でもすべて目標達成となり、非常に良い結果が得られています。 

 

   （４） 第４期（２０２４年５月～２０２４年７月）までの取組状況に対する評価 

 

  １年間の取組が終了し、すべての項目で目標達成となりました。昨年に引き続き、とても素晴らしい結果が得

られ 

ました。 
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６．２ 内部監査結果 

 

   内部監査結果 （２０２４年１2月20日実施） 

 

不適合項目 ・・・ 無し  

        要改善事項 ・・・ １件 環境上の緊急事態の対応する為、定期的な訓練の実施。  

 

        日頃より社員のみなさんが、全員で“エコアクション２１”の活動に参加しています。 

それが環境目標の結果に表われています。 

        新入社員の方に先輩が、“エコアクション２１”の意義と活動内容を丁寧に教えている所を見かけました。 

        大変すばらしいことだと感心しました。“エコアクション２１”の活動が根付いていると実感しました。 

 

  ６．３ 代表者による全体の評価と見直しの結果 

 

   代表者による全体の評価と見直しの結果 （２０２４年１2月26日実施） 

 

      ・環境方針の変更の必要性 ： 無し 

      ・環境経営目標の変更の必要性 ： 無し 

      ・環境経営システムのその他の要素の変更の必要性 ： 無し 

      ・社長の指示・指摘事項 ： 特になし 

 

７．環境関連法規の遵守状況 

 

環境関連法規の遵守状況の確認の結果（２０２４年５月２０日実施） 
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上記のように、環境関連法規について要求事項を遵守しているため、法律違反や訴訟等はありません。 

 

 

８．次年度の取組内容 

 

 


